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感染性胃腸炎が流行り始めています 
ノロウイルスやロタウイルスなどのウイルスが原因で、吐き気や嘔吐、下痢、腹

痛などの症状が見られ、発熱する場合もあります。 

下痢や嘔吐がある場合は早めに病院で診てもらい、脱水症状にならないよう、こ

まめな水分補給を心がけましょう。また、吐物や便にはウイルスが含まれている

ので適切な処理をし、片付け後は、手洗い・うがいをきちんと行ってください。 

85℃の熱湯に１分以上浸け

るか、塩素系漂白剤を薄め

た物で消毒します。 

汚れた衣服は… 

消毒ができたら洗濯機

に入れても大丈夫です。
汚れた場所もしっかり

と消毒を行いましょう。

初はかぜと似た症状が現れ、１～２日遅れて咳が出始め、１ヵ月くらいしつこく続くのが特徴です。

特に早朝や就寝前に、ひどく咳込む傾向があります。咳が長引き、なかなか改善されない場合は治療

薬があるので受診をしましょう。潜伏期間（14日～21日）が長く、感染源の特定は困難ですが、熱や

アルコールに弱いので、消毒薬を使用することで予防ができます。咳で感染が広がるため、手洗い・

うがいなどもこまめに行いましょう。また、かぜやインフルエンザと同様、免疫力が弱っている時に

かかりやすいので、栄養や睡眠をしっかりととり、規則正しい生活を心がけましょう。 

▼マイコプラズマ肺炎▼ 

ほけんだより 
冬 

子ども達にとっては、クリスマスに冬休みと楽しみがいっぱいの月ですが、年末年始は外出や来客

なども多く、生活リズムが乱れがちです。また、感染症も流行る時期です。体調管理には十分気を配

って行きましょう！！ 



 

やけど 
やけどをした時は、できる

だけ早く冷やすことが大切

です。冷やす時は流水が

も適しています。やけどを

した部分が赤いだけなら、

しばらく冷やして様子を見

ましょう。 

水ほうが破れて痛い時は、

食品用ラップで傷を覆い、

その上から冷やすとよいで

しょう。水ほうができたり、

水ほうが破れて傷になった

時は、痛みがある程度落ち

着くまで冷やして受診しま

しょう。 

3つの首を 
温めよう 

「かぜは首から引く」という言葉がある

ように、首、手首、足首が冷えると、体

全体も冷え、かぜを引きやすくなりま

す。首にはタートルネックのセーターや

マフラー、手首には手袋、足首には厚手

の靴下やレッグウォーマーを着用して

しっかり保温し、血流をよくしましょ

う。一方で、かぜを引いて熱が上がりき

った時は、この３ヵ所を冷やすと効果が

あります。 

室温管理・ 
換気 

部屋の中を温め過ぎると、空気が乾燥し、具

合の悪くなる子が出てきます。設定温度は18

～20℃を目安に、なるべく足元を中心に温

め、上半身は温め過ぎないようにしましょ

う。また、１時間に１回は窓を開けて空気の

入れ替えを行い、加湿器などで部屋の湿度を

保ちましょう。加湿器がなくても、室内に洗

濯物を干したり、コップ一杯の水を暖房器具

の近くに置いたりすることで、部屋が乾燥し

にくくなります。 

冬の服装について 
寒くなると、つい多めに着込みがちで

すが、子どもは体温が高く、汗もかき

やすいので、大人より１枚少ない服装

を心がけましょう。まず、下着を着け

て体を冷やさないことが大切です。次

に、厚手の服を１枚着るより、素材の

異なる薄手の服を２枚重ねる方が、空

気の層ができて温かくなり、室温に合

わせて脱ぎ着がしやすくなります。屋

外で着るジャンパーなどは、そで口や

首元がピッタリと閉じている物を選

びましょう。 


